


先天性代謝異常診断法の改良の目的のために,微量定量法の臨床化学への応用を試みた。こ

れらの疾患は乳幼児期に発症することが多く,患者から得られる試料の量は限られており,

より高感度且つ正確な定量法が必要である。本研究では酵素的サイクリング法を利用した

ガラクトース定量法を確立し,Krabbe 病の欠損酵素であるガラクトセレブロシダーゼ活性

測定を試みた。 


